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町の考えを聞く

　
質
問
　

①
平
成
　
年
度
漁
協
の
決
算
状

１８

況
は
。

②
地
域
営
漁
計
画
の
策
定
作
業

の
進
捗
状
況
は
。

③
耕
作
放
棄
地
の
復
元
、
有
効

活
用
の
進
捗
状
況
は
。

④
多
重
債
務
者
対
策
と
し
て
相

談
窓
口
の
設
置
準
備
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

　
沼
崎
町
長
　

①
当
期
利
益
を
計
上
し
た
の
が

計
画
を
検
討
す
る
段
階
に
進

ん
で
い
る
。

③
農
業
委
員
会
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
認
定
農
業
者

な
ど
と
協
働
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

④
相
談
し
や
す
い
体
制
と
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の

方
向
で
努
力
し
た
い
。
窓
口

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
相
談

員
の
体
制
、
相
談
回
数
な
ど

検
討
し
て
い
る
。

　
質
問
　

①
山
田
高
校
の
学
級
増
・
定
員

増
を
知
事
、
県
議
会
議
長
、

県
教
育
長
に
要
望
し
て
き
た

が
実
現
の
見
通
し
は
。

②
学
校
給
食
の
実
現
に
努
力
す

べ
き
で
は
。

③
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
は
　２０

年
度
で
全
校
実
施
す
る
の
か
。

　
沼
崎
町
長

①
７
月
　
日
に
知
事
、
県
議
会

２７

議
長
、
県
教
育
長
に
要
望
し
、

知
事
以
外
に
は
直
接
お
願
い

し
た
。

　
相
澤
県
教
育
長
は
、
要
望

の
主
旨
に
理
解
を
示
し
、
学

級
増
は
広
域
圏
で
の
判
断
が

あ
る
た
め
困
難
と
思
う
が
、

定
員
増
に
つ
い
て
は
動
向
を

み
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
県

議
会
副
議
長
は
「
高
校
再
編

に
係
る
委
員
会
」
で
協
議
す

る
旨
の
話
で
あ
っ
た
。

②
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事

例
の
研
究
を
し
て
い
く
。

③
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

可
能
な
限
り
　
年
度
で
耐
震

２０

補
強
対
象
施
設
を
全
部
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

県立山田高校

動
向
見
な
が
ら
検
討

学
級
増
・
定
員
増
の
見
通
し
は

佐藤照彦議員

産業振興

協
議
会
を
設
置
し
計
画
検
討

地
域
営
漁
計
画
の
策
定
状
況
は

３
漁
協
で
あ
り
、
欠
損
金
を

有
す
る
漁
協
で
は
そ
の
解
消

に
向
け
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

赤
字
と
な
っ
た
２
漁
協
で
は
、

殻
付
カ
キ
の
低
迷
に
よ
る
事

業
利
益
の
減
少
や
退
職
金
の

支
払
い
な
ど
に
よ
り
累
積
欠

損
金
を
増
加
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
。

②
山
田
湾
、
織
笠
、
大
浦
、
船

越
湾
漁
協
で
は
推
進
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
作
業
部
会
で

３月に開催された「三陸山田カキまつり」に
は多くの行楽客がおとずれにぎわいました




